
演
奏
し
た
の
は
ド
ゥ
メ
ル
ス
マ
ン

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
２
年
生
の
と
き

に
演
奏
し
た
こ
と
が
あ
り
、
暗
譜
で

臨
ん
だ
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
谷
津
祐
子

先
生
か
ら
、
こ
の
一
年
、
ご
指
導
を

受
け
な
が
ら
共
に
演
奏
し
て
き
た
。

こ
の
大
会
が
「
集
大
成
」
と
な
っ
た
。

全
国
か
ら
の
30
余
名
の
出
場
者
は

レ
ベ
ル
が
高
く
、
「
す
ご
く
緊
張
し

た
が
、
練
習
の
成
果
は
発
揮
で
き
た
」

と
い
う
。
審
査
員
４
名
の
中
に
は
大

好
き
な
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
住
谷
美
帆

さ
ん
が
い
て
、
感
激
し
た
と
い
う
。

全
国
で
９
位
に
入
る
活
躍
だ
っ
た

が
、
高
い
レ
ベ
ル
の
演
奏
に
触
れ
、

更
な
る
研
鑽
を
誓
っ
て
い
る
。

蝦
夷
地
の
関
連
商
品
と
し
て
は
①

海
産
物
（
ニ
シ
ン
、
サ
ケ
、
マ
ス
、

コ
ン
ブ
、
ナ
マ
コ
、
ア
ワ
ビ
、
タ
ラ
、

ク
ジ
ラ
、
魚
肥
、
魚
油
、
オ
ッ
ト
セ

イ
、
ラ
ッ
コ
皮
、
ア
ザ
ラ
シ
皮
、
ト

ド
皮
な
ど
）
②
陸
産
物
（
ク
マ
皮
、

テ
ン
皮
、
キ
ツ
ネ
皮
、
タ
ヌ
キ
皮
、

シ
カ
皮
、
リ
ス
皮
、
熊
胆
、
ワ
シ
羽
、

シ
イ
タ
ケ
、
オ
ク
リ
カ
ン
キ
リ
、
木

材
な
ど
）
③
ア
イ
ヌ
工
芸
品
（
ア
ッ

ト
ゥ
シ
、
テ
タ
ラ
ペ
、
細
工
物
）
④

サ
ン
タ
ン
交
易
品
（
蝦
夷
錦
、
ガ
ラ

ス
玉
な
ど
）
が
あ
る
。

北
前
船
が
小
樽
の
発
展
に
貢
献

北
前
船
の
定
義
は
諸
説
あ
る
が
、

18
～
19
世
紀
、
本
州
に
拠
点
を
も
ち
、

日
本
海
を
主
な
活
躍
の
場
と
し
て
、

北
方
地
域
を
往
復
し
た
商
船
を
指
す
。

蝦
夷
地
で
は
松
前
三
湊
（
松
前
・
江

差
・
箱
館
）
が
沖
ノ
口
番
所
（
問
屋
）

と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
廃
止
さ
れ
、

明
治
２
年
小
樽
（
手
宮
）
に
海
官
所

が
設
置
さ
れ
、
主
要
港
が
江
差
か
ら

小
樽
へ
と
移
っ
た
。
こ
れ
が
近
代
小

樽
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
や

が
て
全
国
の
商
品
価
格
差
が
縮
ま
り
、

電
信
・
鉄
道
・
汽
船
が
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
北
前
船
は
衰
退
す
る
。

タ
カ
シ
マ
・
オ
シ
ョ
ロ

ア
イ
ヌ
民
族
の
狩
猟
文
化
伝
わ
る

蝦
夷
地
の
産
品
は
慶
応
年
間
（
１

８
６
５
～
６
８
年
）
で
は
、
ニ
シ
ン

（
72
％
）
、
コ
ン
ブ
（
９
％
）
、
サ

ケ
（
９
％
）
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。

小
樽
市
西
部
の
タ
カ
シ
マ
・
オ
シ
ョ

ロ
で
は
ナ
マ
コ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
海

産
物
、
ク
マ
（
熊
胆
・
毛
皮
）
、
カ

ワ
ウ
ソ
、
キ
ツ
ネ
の
皮
な
ど
の
軽
物

が
取
引
さ
れ
て
い
た
が
、
ア
イ
ヌ
民

族
が
狩
猟
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

ウ
ル
ッ
プ
島
の
ラ
ッ
コ
も
ア
イ
ヌ

民
族
が
捕
獲
し
、
高
価
な
珍
品
と
し

て
長
崎
か
ら
輸
出
さ
れ
た
。

石
川
県
の
神
社
で
は
イ
ナ
ウ
（
ア

イ
ヌ
民
族
の
祭
具
）
の
奉
納
額
が
複

数
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ッ

ト
ゥ
シ
（
木
の
皮
の
衣
服
）
が
土
産

や
反
物
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
錦
絵
な
ど
か
ら
想
像
さ
れ
る
。
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左
か
ら
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
谷
津
祐
子
先
生
、
木
村
花
音
さ
ん
、
水
澤
大
地
先
生
。

木
村
花
音
さ
ん
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

サ
ッ
ク
ス
で
全
国
９
位
に

11
月
27
日
、
第
34
回
日
本
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
東
京
都
葛
飾

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
で
開
催
さ
れ
、
木
村
花
音
さ
ん
（
３-

２
）
が
サ
ッ
ク
ス

部
門
に
出
場
し
、
９
位
に
入
っ
た
。

11月9日（土）、北海商科大学
（札幌市豊平区）に石狩・後志管
内高文連加盟高校の新聞部局員が
集まり、新聞専門部第３回合同研
究会が開催された。当会は高校間
の交流、各校の新聞作成能力の向
上、支部活動の活性化を目指して
いる。
この日は午前中は石狩・後志支

部総会が行われ、各校の現状報告
や全道大会の反省、次年度への引
き継ぎなどが話し合われた。
午後からは北海道新聞社みらい

教育推進室の中井理依次長から高
校新聞に新聞を活かす方法につい
ての講演を聞き、グループでワー
クショップを行った。実際にその
日の北海道新聞の記事を参考に新
聞づくりを話し合った。バスや列
車の遅延の現状と課題、雪虫の発
生、インフルエンザの流行などを
テーマに新聞を作るアイディアが
発表された。
【感想】中井さんのお話やグループ

ワークを通じて、自分にはなかった

考えに気付くことができて視野が広

がった。この経験を今後に活かして

ゆきたいと思います。（落合優翔）

新
聞
を
高
校
新
聞
に
活

か
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ講師の中井理依さん

蝦
夷
地
か
ら
運
ば
れ
た
も
の

⑯

10
月
５
日
か
ら
連
続
講
座
「
北
海
道
の
自
然
・
歴
史
が
形
作
っ
た
小
樽
を
考

え
る
」
（
似
鳥
文
化
財
団
主
催
）
が
小
樽
芸
術
村
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
第
３

回
は
「
日
本
史
の
中
で
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
が
果
た
し
た

役
割
」
と
題
し
、
菅
原
慶
郎
氏
（
東
京
理
科
大
学

教
養
教
育
研
究
院
）
が
講

演
さ
れ
た
。
18
～
19
世
紀
の
北
海
道
か
ら
運
ば
れ
た
商
品
が
ど
の
よ
う
に
流
通

し
た
の
か
、
現
在
に
も
つ
な
が
る
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
。

京都のにしん蕎麦、鮭フレークご飯、薬味の昆布、

富山のおぼろ昆布のおにぎり。その地域の産物では

ない、北前船の遺産だ。


